
 

令和３年度 第２回関市立図書館協議会 会議録 
 

日時 令和４年３月２２日（火曜日）午後１時半～  

  場所 関市役所 ６階 大会議室          

 

◆出席者 

  （図書館協議会委員） 

樋口 緑、波多野壽美、澤田通直、太田尚文、河合裕子、鈴木幸子、藤井和敏、可児翔也

以上８名 

※欠席者１名 平川貴久 

  （事務局） 

中村宜信生涯学習課長、深川理代 

  （図書館） 

   長尾芳弘館長、亀山並枝館長補佐 

   

◆傍聴者  なし 

  

◇開会 

  

◇会長あいさつ 

私は毎回この冒頭のお話の中で新聞記事を取りあげさせていただいていますが、今回は今月

の１６日の中日新聞に、子育て支援の1ページという記事が載っていました。内容としては、２

００１年度から本格的に始まったブックスタートに関することでした。２００１年度から２０

年の節目を経て、１０００以上の自治体がブックスタートに取り組むようになったそうです。

関市でも、４ヶ月検診のときに、絵本の他大切さを伝えるとともに、ブックスタートパックを

お渡ししています。ブックスタートパックというのは、コットンバックに絵本を２冊入れて、

お父さんお母さんをへの案内と、図書館の利用案内とおすすめの本の紹介を入れたものです。

岐阜県では３１自治体がやっているそうです。そのうちの一つに関市が含まれていることは素

晴らしいことだと思います。たった４ヶ月で早くないかと思われるかもしれませんが、４ヶ月

では目も見え始めていて、耳はお腹の中でも聞こえているそうです。 

たかが、本、されど本。知識だけではなく思いも育んでくれる大切なものであるなと再認識

しました。そういった本をはじめとして、様々な情報、そして憩いの場を提供してくれる図書

館というものは、子育て世代だけではなく、様々な年代の方にとって必要不可欠な場所である

と思いました。今日はそうした図書館の運営が、より円滑かつ有効、効果的にできるように支



 

援できる会となりますようお願いします。  

◇図書館長あいさつ 

皆さんこんにちは。会長さんのお話から、身の引き締まるといいますか図書館の役割という

ものを改めて感じたところであります。 

おっしゃった通りブックスタートにつきましては、保健センターでやっておりまして、ほぼ

予定通りやっていけたわけなんですけれども、その他の図書館の行事等は、やっぱりコロナに

振り回されまして、なかなかできない状況が続きました。先日読書サークル協議会の中でも、

なかなかできなくて寂しいねって話が出てきました。やっと今日からまん延防止が解除された

ということで、少しずつボランティアさんの活動も含めながら、やっていきたいなってことを

思っています。 

今日は令和3年度の報告、それから4年度の方向についてご審議いただくことになりますので、

どうかよろしくお願いいたします。 

◇生涯学習課長あいさつ 

今日は、第2回の図書館協議会ということで、足元も悪い中お集まりいただきましてありがと

うございます。また日頃は図書館の運営にいろいろご意見賜りまして、この場をお借りしまし

て感謝申し上げます。 

館長からもお話ありましたけども、コロナの状況ですが今日解除されましたけれども、振り

返ってみれば今年度４波５波６波ときまして、一旦解除されるんですけど、例年、やはり４月、

５月頃に、年度末の移動をきっかけとしてまた波が来るんじゃないかという心配はありますけ

ど、関市は、事業自体は縮小せず何とかやっていこうという方針に切り替わりつつあります。

図書館の事業についても同じような立ち位置で皆さんのご意見もいただきながら進めていきた

いと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

今日は３年度の事業報告と４年度の計画、もう一つ改修工事が始まっておりまして、以前報

告させていただいた内容から変更等もありますので、今日はそちらの報告もさせていただきた

いと思います。 

◇議題 

 ・樋口会長による議事進行 

 

②令和３年度の図書館運営状況について 

③令和４年度図書館事業計画について 

・事務局より資料に基づいて説明 

 

◇質疑応答 



 

【委員】さっきのブックスタートの話で、これからの世代は紙ベースからは離れている世代に

なってくるので、電子図書も含めて進めていかないと、思いが違ってしまう気がする。

それに向けて学校でもPRされているのはいい事だと思う。現在は読み聞かせなんかは、

実際に本を使っていると思うが、これからの時代はタブレットや電子黒板などを使う

ようになるだろう。今の若い子育てする２０代のお母さん方は、絵本っていう紙ベー

スよりも、スマホなどで対応していくのではないか。 

  【館長】 ブックスタートに行くと、この子たちにはどれくらいの本が適切ですかと聞かれるが、

これぐらいの月齢の子には、変化があって子どもが反応するような本を繰り返して読

むこと、またまずは大人が紙の絵本をしっかり見てほしいということを伝える。もう

ちょっと大きくなりいろんな興味を持つようになると、ストーリー性があるものにす

るなど、本を読むにも段階がある。ブックスタートとしては子どもに人気があって、

興味をひくような本を、最初の２冊として読んでもらいたいということで進めている。

まずその段階を経ないと、電子図書館に行かないと思う。 

まだまだコンテンツとしては子供たち向けのものが少ないので、電子図書館は親さん

が気軽に楽しめるようにという感じで勧めている。将来的には子供の読み聞かせでき

るようなコンテンツが増えてくるのではないかと考えている。 

 【委員】画面を通してみるものよりも、子どもたちは目の前で本を読んでもらうのが好きだと

感じる。親の膝の上で触れ合いながら本を読む体験が大切ではないか。 

 【委員】画面を通してみるものよりも、子どもたちは目の前で本を読んでもらうのが好きだと

感じる。親の膝の上で触れ合いながら本を読む体験が大切ではないか。 

 【委員】今生徒たちは、朝の読書活動で電子図書を普通に読んでいる。なので、ぜひ電子図書

館も、学校でも使えるような連携がこれからもっと幅広くできると嬉しいと思ってい

る。教科書も今は電子化していて、生徒たちは電子書籍に慣れているし、電子版のも

のに文字を書くこともやっている。先生達もタブレットを持っていて、タブレットの

中に教科書も入っていて、それに書き込みをしたものを電子黒板に写して子どもに指

示するというようなやり方に変わってきていて、若い先生はそういうのにすぐに順応

していて、日々変わっているなというを思っている。 

それから先ほど読み聞かせの話があったが、うちの学校でも朝読書をしている。先週

やったのが、１・２年生でタブレットで４～５人のグループを作って、互いに本の紹

介というかブックトークを行った。 

中学校も図書整理員さんが中心となって図書経営を実施していて、電子図書もずいぶ

ん利用できるようになっている。 

【委員】保育園や幼稚園に出向いて読み聞かせをする活動などはしているのか。 

【事務局】板取の保育園から依頼があって読み聞かせに行くことがある。今年度は板取の家庭教



 

育学級から依頼があって、クリスマスのお話し会などにボランティアさんに行ってい

ただいた。 

【委員】電子図書館は今までいろんな人が登録していると思うが、登録者は何で電子図書館を知

った人が多いか。 

【事務局】アンケートなどをとっているわけではないが、今はブックスタート時の説明で知った

人が多いように感じる。学校と連携が始まって、子どもたちが使うようになれば、そ

こから親へと繋がることを期待している。 

 

③図書館改修工事について 

・生涯学習課長より説明 

 

◇質疑応答 

【委員】工事の間は図書館が使えないということで、この機会を使って電子図書館のPRを行う

と良いと思う。 

【事務局】工事の周知を広報に掲載する予定だが、その際に電子図書館についての記事も同時に

掲載する予定をしている。 

 

◇閉会（生涯学習課長あいさつ） 

来年度は工事の関係で図書館活動が一部制限される期間がございますが、図書館の節

目となる年になろうかと思います。良いリニューアルとなるように努力してまいります

ので、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 


